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この度、大学院教育改革推進プログラム「理系の実践型女性科学者育成」による支援を受け、2009年7月22日から7月28日までアメリカ合衆国のミシガン州カラマズ―、Western Michigan Universityにて開催されました「ICPEAC 2009 (XXVI International Conference on Photonic, Electronic, and Atomic Collisions)」に参加し、研究発表をしてまいりました。
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本会議は、Plenary Lecturesを毎朝60分、30分のProgress Reports、15分のSpecial Reportsの入った2時間のSessionを毎日2回、一般講演として、2時間のPoster Sessionを毎日という内容で構成されていました。
各セッションでは、自分の研究内容とは違う発表で英語ということもあり、難しく感じましたが、絵や式からしゃべっている内容を想像し、考えるという普段より何倍も頭を使って聞くことができ、非常に勉強になりました。特にPlenary Lecturesで首都大学東京の東先生がしゃべっておられ、普段から堂々と話されるプレゼンテーションが、今回のような大きな会議でも堂々と話され、また英語であるにも関わらず、非常にわかりやすい内容で、今後のやる気を刺激されました。
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また、一般講演のポスターセッションでは私は『Development of In-Air-RBS Method with Tapered Glass Capillary』(訳: ガラスキャピラリを用いた大気圧中でのRBS法の開発)というタイトルで発表を行いました。
ポスター発表の内容は、前回の日本物理学会の内容からの発展で、ターゲットを増やして、エネルギー較正の精度をあげ、前回のFUTURE PLANであった厚さ測定の限界値を、空気・金属中のストラグリングを考慮した見積もりの報告でした。2時間の間、絶えず、聞きに来て下さり、英語でのコミュニケーションを行いました。実験装置の説明など英語で表わすのは難しかったですが、ちゃんと伝えることもでき、また同じRBS法をされている方もいて、今後の研究内容などに興味を持っていただくことができました。

また、他の方のポスター発表も毎日とても興味深く聞くことができました。特に同じキャピラリを用いた実験している方が各国に何人かいて、キャピラリ自身のチャージについて実験されている方が多く興味深く聞くことができました。
最後になりましたが、この度は、国際学会参加の為に組織的な大学院教育改革推進プログラム「理系の実践型女性科学者育成」より支援して頂いたおかげで、非常に貴重な体験をすることができました。この場をお借りしてお礼申し上げます。
図1：研究会の様子





図2：ポスター発表の様子①





図3：ポスター発表の様子②








